
裏面もご覧ください 

「モニター」とは、「環境保全・ごみ減量推進モニター」といい、ごみ減量に関する研究・活動をする
ために市民の皆様から募集した方々です。（井戸端グループ・平成27年５月１日発行） 

お問合わせ先：一宮市環境部清掃対策課 ℡ ０５８６－４５－７００４ 

vol.2５ モニター通信  

もったいない 
“生ごみ”を 
減らそう 

 いちのみや 
５３０作戦実施中！ 
 １人1日53㌘の 
   ごみ減量を！ 

      家にある食品を把握しましょう 
 

    家にある在庫を確認しましょう。また、購入した食品の賞味、 
    消費期限はこまめに確認しましょう。 
 

  使う分だけ買いましょう 
 

        買い物に行く前に、家にある食品をチェックし、二重買いを 
    防ぎましょう。 
 

  食べられる分だけ作りましょう 
   

    もし、料理を作り過ぎてしまったら、小分けにして冷凍保存 
   しておくと、次に食べたい時に解凍すれば食卓に出せるから、 
   ごみにならないね。あと、 賞味・消費期限内に食べ切れそうに 
     ない生鮮食品等は、 調理してから冷凍保存しておけば、捨てず 
     に済むよね！ 
                

もったいない 
 

“生ごみ” 
 

を減らそう 

Mottainai! 
 

    可燃ごみ減量 の ポイント は 
“生ごみ の 水切り” と “ざつ紙分別”   

「可燃ごみ」の中身を 

市民の皆さんに 

知っていただきたいです。 
      水切りをしよう 
 

    最後に水分をしぼってから捨てましょう。 
  ”ギュギュッ“と最後のひとしぼりが肝心です。 
 

  乾燥させよう 
 

        茶がらや野菜くずなどは乾燥してから捨て 
   ましょう。 
 

  水に濡らさないようにしよう 
   

    玉ねぎの皮などの乾燥したごみは、水分を 
   含んだごみとは分けておきましょう。野菜 
   くずや果物の皮などは、ザルなどに入れて、 
   水に濡らさない工夫をしましょう。              

 

まずは“生ごみ”の 
 

水分を減らそう 

可燃ごみの約半分は紙類です。 

可燃ごみの約２０％は生ごみです。 

生ごみの約８０％は水分です。 

生ごみには約１０％の割合で賞味・ 
消費期限切れの食品が含まれています。 



雑がみが出たら、 
要らない紙袋にポイポイ入れるだけで 

手間要らず!! 
簡単に資源に出せますよ! 

雑がみを資源に出すのが面倒で、 
つい「可燃ごみ」に入れていませんか？ 

 雑がみの分別に 
 

「紙袋」を使うと 
 

 分別作業が簡単ですよ! 
 

 
 

 

 
       
      

 
       
 
 
 
 
 
 
○食べ物などで汚れた紙、ティッシュペーパー 
 

○カーボン紙（宅配便の伝票など） 
 

○感熱紙（ レシート・ＦＡＸ用紙など熱処理で  

 黒くなるもの） 
 

○匂いの付いた紙（洗剤・線香・石けんの箱など） 
 

○シュレッダー紙ごみ 
 

○防水加工してある紙 
  （紙コップ・紙皿・カップ麺のふたなど） 
 

○金色・銀色の紙、 
 アルミの付いているもの 
 

○トイレットペーパーやラップの芯 

 

公園は市民の皆さんが 
使う場所です。 
ごみを捨てる場所では 
ありません!! 
ごみは持ち帰りましょう! 

月１回の資源回収に出す時に 
 

紙袋をひもで十文字にしっかりしば 
 

ればＯＫです。 
 

ガムテープではとめないでください。 

これらのものは 
リサイクルできない、 
もしくは適していないので 
「可燃ごみ」に出してください 

箱 類 菓子や食品・ラップの箱、 
       ティッシュペーパーの箱 

 
封 筒 
 
包装紙 
 
プリント類    お知らせ、通信、ダイレクトメール 

窓口のフィルムは取り除いてね! 

雑がみとして出せるもの（例） 

雑がみに出せないもの（例） 

名刺サイズ以上 
の大きさの紙は 

「雑がみ」として 
出せるんだよ！ 


